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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
光源、２次電池、この２次電池を外部の常用電源からの電力で充電する充電手段、少なく
とも前記常用電源の停電時に前記２次電池の電力で前記光源を点灯する点灯手段、前記光
源の点灯検出手段、および前記２次電池の異常検出手段を含み、点検命令により、前記２
次電池の電力のみで前記光源を点灯し、前記点灯検出手段および前記異常検出手段の両検
出結果を基に、前記光源および前記２次電池の点検を行う点灯回路部と、通信線を介して
制御装置と接続されるとともに内部配線を介して前記点灯回路部と接続され、前記制御装
置から前記点検命令が送信された場合にその点検命令を受信して前記点灯回路部に転送し
、前記点検命令による前記点灯回路部の点検結果を前記制御装置に送信する通信部とによ
り構成される照明装置であって、前記常用電源の電力から所定電力を得て前記通信部に供
給する電源回路部をさらに備え、前記通信部は、前記電源回路部のみから電力を供給され
ることを特徴とする照明装置。
【請求項２】
前記点灯回路部は、前記点検の状態を示す点検状態情報を、優先順位の高い情報に制限し
て前記通信部に送信することを特徴とする請求項１記載の照明装置。
【請求項３】
前記通信部は、前記点灯回路部の正常異常判定手段を有し、この正常異常判定手段で前記
点灯回路部を異常と判定した場合には、その旨を前記制御装置に送信することを特徴とす
る請求項１または２記載の照明装置。
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【請求項４】
前記正常異常判定手段は、前記通信部が前記点灯回路部に前記点検命令を送信した時点か
ら所定時間を経過しても、前記点灯回路部が点検を終了しなければ、前記点灯回路部を異
常と判定することを特徴とする請求項３記載の照明装置。
【請求項５】
前記正常異常判定手段は、前記点灯回路部から予定外の点検状態情報を受信した場合に、
前記点灯回路部を異常と判定することを特徴とする請求項３記載の照明装置。
【請求項６】
前記点灯回路部は、機種に応じて前記２次電池の電力のみで前記光源を点灯する時間を変
えることを特徴とする請求項１記載の照明装置。
【請求項７】
請求項１から６のいずれかに記載の照明装置と前記制御装置とを、前記通信線を介して接
続して構成されることを特徴とする照明システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、光源（例えば蛍光ランプ）および２次電池などを備え、火災や地震などの発生
で停電が起きた場合に、２次電池の電力で光源を非常点灯する誘導灯や非常灯などの照明
装置および照明システムに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
誘導灯や非常灯などの照明装置では、消防庁告示および建築基準法等により、２次電池（
バッテリ）の電力で光源を正常に非常点灯することができるか否の点検を、定期的に実行
するように義務づけられている。
【０００３】
このため、従来の照明装置は、常用電源（商用電源）から光源ヘの電力の供給を強制的に
停止して、擬似的な停電状態にするための点検スイッチを備え、点検スイッチからの引き
紐を点検者に引かせることにより、２次電池の電力で光源が正常に非常点灯するか否かの
点検を実行することができるようになっている。
【０００４】
ところが、消防庁や建築基準法の規定によれば、２次電池で光源を非常点灯しなければな
らない時間（規定時間）は、誘導灯にあっては２０分間または６０分間、非常灯にあって
は３０分間となっているため、上記定期的な点検が非常に手間のかかる作業となる。例え
ば、上記引き紐に重りを吊り下げることにより、上記規定時間、光源を非常点灯させるこ
とができるか否かを、多数の照明装置について逐一確認して回らなければならない。
【０００５】
このような問題があるため、従来より、２次電池の点検の自動化や省力化を可能とする照
明装置が種々提案されている。例えば、特許文献１には、商用電源およびバッテリからの
ランプへの電力供給を制御する制御手段がバッテリの点検シーケンス手段を有し、点検ス
イッチの所定時間以上のオン動作で点検シーケンス手段の動作を開始するタイマ手段を有
する非常用照明装置が開示されている。特許文献２には、外部から監視・制御を行うため
の送受信部と、点検スイッチとを防災照明装置に備え、防災照明装置の非常時および常時
の動作の監視・制御を制御装置で一括して行うようにした防災用の照明システムが開示さ
れている。特許文献３には、複数の個別非常照明ユニットと、中央監視制御ユニットと、
両者を結ぶ通信システムとからなり、定期的な診断過程を時間どおりに実行することがで
きる非常照明装置が開示されている。特許文献４には、一定期間毎にタイマ手段より点検
開始信号を出力し、点検回路が点検を開始することにより、自己の点検を一定期間毎に自
動的に行うことのできる誘導灯装置が開示されている。そして、点灯手段により所定の点
検時間以上強制的にランプを点灯させて２次電池の点検を行う点検手段と、少なくとも２
次電池の充電状態を含む１ないし複数の動作状態を常時監視する監視手段と、点検手段に
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よる点検結果と監視手段による監視結果を総合的に判断して２次電池およびランプの異常
を検出する異常検出手段とを備え、２次電池の点検精度の向上が図れる照明装置（以下「
照明装置Ａ」という）等が、本出願人により別途提案されている（特願２００２－２７９
７６０号参照）。
【０００６】
また、特許文献５には、制御データを不揮発性メモリに記憶した後に、商用電源からの電
源を遮断することにより、バッテリが異常であった場合に不揮発性メモリに記憶された制
御データに基づいて制御を継続して行うことができるようにした電気機器等が開示されて
いる。これと同様に、特許文献６には、バッテリが脱着されたときに、バッテリの判定状
態を正常とするバッテリ判定手段（回路）によって判定されたバッテリ寿命の判定状態を
、記憶手段としての不揮発性メモリに記憶し、バッテリが脱着されたときには、バッテリ
を正常として記憶する非常用点灯装置等が開示されている。
【０００７】
【特許文献１】
特開平８－１８５９８７号公報
【特許文献２】
特開平８－１８０９８０号公報
【特許文献３】
特開平３－２２８４９７号公報
【特許文献４】
特開平６－２５９６７３号公報
【特許文献５】
特開平１０－２８３４１号公報
【特許文献６】
特開２０００－２９５７８８号公報
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、通信線を介して複数の照明装置と制御装置とを接続し、照明装置の非常時およ
び常時の動作の監視・制御を制御装置で一括して行う場合には、光源側のみに限らず、制
御部に加えて通信部（送受信回路部）にも２次電池が接続されているため（特許文献２）
、２次電池の電力で光源を非常点灯するという本来の目的以外にも２次電池を使用するこ
とになり、２次電池による光源の非常点灯時間が短くなるという課題があった。
【０００９】
本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであり、制御装置で一括して監視・制御を行う
場合でも、２次電池による光源の非常点灯時間を従来よりも長くすることができる照明装
置および照明システムを提供することを目的とする。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
　上記課題を解決するための請求項１記載の発明は、光源、２次電池、この２次電池を外
部の常用電源からの電力で充電する充電手段、少なくとも前記常用電源の停電時に前記２
次電池の電力で前記光源を点灯する点灯手段、前記光源の点灯検出手段、および前記２次
電池の異常検出手段を含み、点検命令により、前記２次電池の電力のみで前記光源を点灯
し、前記点灯検出手段および前記異常検出手段の両検出結果を基に、前記光源および前記
２次電池の点検を行う点灯回路部と、通信線を介して制御装置と接続されるとともに内部
配線を介して前記点灯回路部と接続され、前記制御装置から前記点検命令が送信された場
合にその点検命令を受信して前記点灯回路部に転送し、前記点検命令による前記点灯回路
部の点検結果を前記制御装置に送信する通信部とにより構成される照明装置であって、前
記常用電源の電力から所定電力を得て前記通信部に供給する電源回路部をさらに備え、前
記通信部は、前記電源回路部のみから電力を供給されることを特徴とする。この構成では
、制御装置で一括して監視・制御を行う場合でも、２次電池による光源の非常点灯時間を
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従来よりも長くすることができる。
【００１１】
請求項２記載の発明は、請求項１記載の照明装置において、前記点灯回路部は、前記点検
の状態を示す点検状態情報を、優先順位の高い情報に制限して前記通信部に送信すること
を特徴とする。この構成では、内部配線の配線数を低減することができる。
【００１２】
請求項３記載の発明は、請求項１または２記載の照明装置において、前記通信部は、前記
点灯回路部の正常異常判定手段を有し、この正常異常判定手段で前記点灯回路部を異常と
判定した場合には、その旨を前記制御装置に送信することを特徴とする。この構成では、
点灯回路部の異常をも制御装置で一括して監視することが可能となる。
【００１３】
請求項４記載の発明は、請求項３記載の照明装置において、前記正常異常判定手段は、前
記通信部が前記点灯回路部に前記点検命令を送信した時点から所定時間を経過しても、前
記点灯回路部が点検を終了しなければ、前記点灯回路部を異常と判定することを特徴とす
る。この構成では、点灯回路部の異常をも制御装置で一括して監視することが可能となる
。
【００１４】
請求項５記載の発明は、請求項３記載の照明装置において、前記正常異常判定手段は、前
記点灯回路部から予定外の点検状態情報を受信した場合に、前記点灯回路部を異常と判定
することを特徴とする。この構成では、点灯回路部の異常をも制御装置で一括して監視す
ることが可能となる。
【００１５】
請求項６記載の発明は、請求項１記載の照明装置において、前記点灯回路部は、機種に応
じて前記２次電池の電力のみで前記光源を点灯する時間を変えることを特徴とする。この
構成では、照明装置の異常を発見することが可能となる。
【００１６】
請求項７記載の発明の照明システムは、請求項１から６のいずれかに記載の照明装置と前
記制御装置とを、前記通信線を介して接続して構成されることを特徴とする。この構成で
は、制御装置で一括して監視・制御を行う場合でも、２次電池による光源の非常点灯時間
を従来よりも長くすることができる。
【００１７】
【発明の実施の形態】
（実施形態１）
図１は本発明による実施形態１の照明装置ないし照明システムを示す構成図、図２，図３
は同照明装置の動作フロー図である。
【００１８】
図１に示す照明システムは、特許文献２と同様に、通信線Ｌ１を介して制御装置１と複数
の照明装置２とを接続して構成され、各照明装置２の非常時および常時の動作の監視・制
御を制御装置１で一括して行うようになっている。
【００１９】
これらの制御装置１および照明装置２のうち、実施形態１の特徴となる照明装置２につい
てさらに詳述すると、照明装置２は、先述の照明装置Ａとほぼ同様の点灯回路部３と、通
信線Ｌ１を介して制御装置１と接続されるとともに、内部配線（例えばワイヤリングハー
ネス）Ｌ２を介して点灯回路部３と接続される通信部４とを備えている。
【００２０】
点灯回路部３は、ランプ（例えば蛍光ランプ）３１と、２次電池３２と、これを商用電源
ＡＣからの電力で充電する充電回路部３３と、商用電源ＡＣからの電力でランプ３１を点
灯する常用駆動回路部３４と、少なくとも商用電源ＡＣの停電時に２次電池３２の電力で
ランプ３１を点灯する駆動回路部３５と、これと２次電池３２との間に介設されるスイッ
チ（図ではトランジスタ）３６と、常用駆動回路部３４および駆動回路部３５のいずれか
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をランプ３１に切替接続する切替部３７とを備えているほか、電源回路部３８と、制御部
３０とを備えている。
【００２１】
電源回路部３８は、商用電源ＡＣからの交流電力を整流および平滑などして安定化した直
流電力とし、この直流電力を、充電回路部３３、制御部３０および通信部４に供給するも
のである。
【００２２】
制御部３０は、商用電源ＡＣの停電発生検出手段として例えば充電回路部３３から２次電
池３２への充電電流を検出する充電検出部３０１と、ランプ１の点灯検出手段として駆動
回路部３５からランプ３１への電流を検出する点灯検出部３０２と、２次電池３２の異常
検出手段として２次電池３２の電圧を検出する電圧検出部３０３と、例えばＥＥＰＲＯＭ
などの読み書き可能な不揮発性メモリの記憶部３０４と、主制御部３００とを備え、電源
回路部３８またはダイオードＤ経由での２次電池３２からの電力で動作するようになって
いる。なお、停電発生検出手段は、充電検出部３０１に限らず、例えば所定電圧以下に電
源回路部３８の入力電圧が低下した場合に商用電源ＡＣの停電発生を検出する構成でもよ
い。
【００２３】
主制御部３００は、ＣＰＵ、メモリおよびタイマなどにより構成され、ランプ３１の非常
点灯処理、ランプ３１の点検処理、２次電池３２の点検処理および点検状態通知処理など
を実行するように構成されている。
【００２４】
ランプ３１の非常点灯処理では、充電検出部３０１の検出結果から商用電源ＡＣの停電の
発生が認められると、大略、スイッチ３６をオンにするとともに、切替部３７で駆動回路
部３５をランプ３１に切替接続することにより、２次電池３２の電力のみでランプ３１を
非常点灯する処理が実行される。なお、この非常点灯処理の詳細については後述する。
【００２５】
ランプ３１の点検処理では、商用電源ＡＣと常用駆動回路部３４および電源回路部３８と
の間に介設される図示しない点検スイッチのオフ操作に代わる制御装置１からの点検命令
に従って、点検スイッチをオフし、照明装置Ａと同様に、記憶部３０４に予め記憶した２
次電池３２の点検結果が正常であれば、スイッチ３６をオンにするとともに、切替部３７
で駆動回路部３５をランプ３１に切替接続することにより、２次電池３２の電力のみでラ
ンプ３１の点灯を試み、点灯検出部３０２の検出結果を基にランプ３１の正常異常点検を
し、この結果（Ｓ１）を通信部４を介して制御装置１に送信する処理が実行される。ラン
プ３１の正常異常点検は、点灯検出部３０２の検出結果からランプ１の点灯不点灯を判別
し、点灯であれば正常であるとし、不点灯であれば異常とすることにより行われる。なお
、常用駆動回路部３４の駆動を停止して常用駆動回路部３４からランプ３１への電力供給
を停止する構成にすれば、点検スイッチは省略可能である。
【００２６】
２次電池３２の点検処理では、照明装置Ａと同様に、ランプ３１の正常異常点検の結果が
正常であれば、電圧検出部３０３の検出結果を基に２次電池３２の正常異常点検をし、こ
の結果（Ｓ１）を、通信部４を介して制御装置１に送信するとともに記憶部３０４に記憶
し、点検スイッチをオンにする処理が実行される。２次電池３２の正常異常点検は、点検
スイッチのオフ後のランプ３１の点灯開始時点から、電圧検出部３０３の検出結果が所定
の基準電圧を下回る時点までの時間を計測し、この時間が先述の規定時間以上であれば正
常であるとし、そうでなければ異常であるとすることにより行われる。
【００２７】
点検状態通知処理では、実施形態１の特徴として、ランプ３１および２次電池３２の各点
検についての点検状態（Ｓ２）を優先順位の高い点検状態情報に制限して、通信部４に通
知する処理が実行される。例えば、点検状態情報は、「点検中」、「充電中」、「点検未
完了」、「点検完了」の４つに制限される。
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【００２８】
「点検中」の点検状態情報は、点灯回路部３が制御装置１からの点検命令により、スイッ
チ３６をオンにするとともに、切替部３７で駆動回路部３５をランプ３１に切替接続する
ことにより、２次電池３２の電力のみでランプ３１を点灯している状態を示す。「充電中
」の点検状態情報は、点検を終え、２次電池３２が充電回路部３３によって充電されてい
る状態を示す。「点検未完了」の点検状態情報は、点検中に停電などが発生し、点検が完
了しなかったことを示す。「点検完了」の点検状態情報は、点検が完了し（規定時間の放
電を終え）、点検結果を出力した状態を示す。なお、これらの各点検状態情報は、点灯回
路部３と通信部４との間で送受信される構成でもよい。
【００２９】
通信部４は、制御装置１から点検命令が送信された場合にその点検命令を受信して点灯回
路部３の主制御部３００に転送するほか、点灯回路部３からの点検結果および点検状態の
情報を制御装置１に送信する処理を行うものであり、電源回路部３８からの電力で動作す
るように構成されている。また、通信部４には、種々の点検状態情報に応じた処理を実行
するために、ＣＰＵおよびメモリなどが具備されている。
【００３０】
次に、実施形態１の特徴となる動作について説明する。先ず、停電発生時の主制御部３０
０の動作について説明する。停電が発生すると（図２のＳ１０）、ステップＳ１１で点検
中かどうかを確認する処理が実行される。
【００３１】
点検中であれば（Ｓ１１でＹ）、点検を中止し、ステップＳ１７で、スイッチ３６をオン
にするとともに、切替部３７で駆動回路部３５をランプ３１に切替接続することにより、
２次電池３２の電力のみでランプ３１を非常点灯する処理が実行される。これにより、ラ
ンプ３１が２次電池３２の電力のみで点灯する。この後、復電すれば（Ｓ１８でＹ）、ス
テップＳ１９で点検未完了の点検状態情報を通信部４に通知する処理が実行される。これ
により、通信部４は、点検状態が点検未完了であることを認識する。ただし、主制御部３
００は、上記Ｓ１８でＹの場合のほか、以下のＳ２１でＹ、Ｓ２４でＹ、Ｓ１５でＹの場
合における復電後であって、後述する図３のステップＳ３０で通信部４が起動した後に、
点検状態情報を通信部４に通知することになる。
【００３２】
点検中でなければ（Ｓ１１でＮ）、ステップＳ１２で充電中であるかどうかを確認する処
理が実行される。
【００３３】
充電中であれば（Ｓ１２でＹ）、ステップＳ２０で２次電池３２の電力のみでランプ３１
を非常点灯する処理が実行される。これにより、ランプ３１が２次電池３２の電力のみで
点灯する。この後、復電すれば（Ｓ２１でＹ）、ステップＳ２２で充電中の点検状態情報
を通信部４に通知する処理が実行される。これにより、通信部４は、点検状態が充電中で
あることを認識する。
【００３４】
充電中でなければ（Ｓ１２でＮ）、ステップＳ１３で点検未完了であるかどうかを確認す
る処理が実行される。
【００３５】
点検未完了であれば（Ｓ１３でＹ）、ステップＳ２３で２次電池３２の電力のみでランプ
３１を非常点灯する処理が実行される。これにより、ランプ３１が２次電池３２の電力の
みで点灯する。この後、復電すれば（Ｓ２４でＹ）、ステップＳ２５で点検未完了の点検
状態情報を通信部４に通知する処理が実行される。これにより、通信部４は、点検状態が
点検未完了であることを認識する。
【００３６】
点検未完了でなければ（Ｓ１３でＮ）、ステップＳ１４で２次電池３２の電力のみでラン
プ３１を非常点灯する処理が実行される。これにより、ランプ３１が２次電池３２の電力
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のみで点灯する。この後、復電すれば（Ｓ１５でＹ）、ステップＳ１６で点検完了の点検
状態情報を通信部４に通知する処理が実行される。これにより、通信部４は、点検状態が
点検完了であることを認識する。
【００３７】
次に、復電後における通信部４の動作について説明する。商用電源ＡＣが復電すると（Ｓ
３０）、電源回路部３８から電力の供給を受けて通信部４が起動し、点灯回路部３からの
点検状態情報を受信し、制御装置１と適宜通信をする処理が実行される。
【００３８】
すなわち、点検完了の点検状態情報かどうかを確認し（Ｓ３１）、点検完了の点検状態情
報であれば（Ｓ３１でＹ）、ステップＳ３５で、点検完了のモード、つまり制御装置１か
らの点検命令の受付可能な常時監視状態に移行する処理が実行される。
【００３９】
点検完了の点検状態情報でなければ（Ｓ３１でＮ）、点検未完了の点検状態情報かどうか
を確認し（Ｓ３２）、点検未完了の点検状態情報であれば（Ｓ３２でＹ）、ステップＳ３
６で、点検失敗の点検未完了のモードに移行し、再点検を促す情報を制御装置１に送信す
る処理が実行される。なお、この後、制御装置１が点検命令を再度送信することになる。
【００４０】
点検未完了の点検状態情報でなければ（Ｓ３２でＮ）、充電中の点検状態情報かどうかを
確認し（Ｓ３３）、充電中の点検状態情報であれば（Ｓ３３でＹ）、ステップＳ３７で、
（復帰）充電中のモードに移行し、充電中のため点検命令を出さないように促す情報を制
御装置１に送信する処理が実行される。
【００４１】
充電中の点検状態情報でなければ（Ｓ３３でＮ）、点検中の点検状態情報かどうかを確認
し（Ｓ３４）、点検中の点検状態情報であれば（Ｓ３４でＹ）、ステップＳ３８で、点検
中のモードに移行し、点検中であることを示す情報を制御装置１に送信する処理が実行さ
れる。点検中の点検状態情報でなければ（Ｓ３４でＮ）、ステップＳ３１に戻り、同様の
処理が繰り返し実行される。
【００４２】
上記実施形態１では、２次電池３２とは別に、商用電源ＡＣの交流電力から所定の直流電
力を得て通信部４などに供給する電源回路部３８を備えるので、制御装置１で一括して監
視・制御を行う場合でも、２次電池３２によるランプ３１の非常点灯時間を従来よりも長
くすることができる。
【００４３】
また、点灯回路部３が、ランプ３１および２次電池３２の各点検についての点検状態を優
先順位の高い点検状態情報に制限して通信部４に通知する構成になっているので、内部配
線Ｌ２の配線数を低減することができる。例えば、点検中、充電中、点検未完了、点検完
了の各状態を、マイコンのポートやトランジスタなどのオン，オフで示す構成にする場合
には、それらの各状態情報を送信するラインとしては４ラインで済む。そして、この構成
において、充電中および点検完了の両ラインが例えばオン，オンである場合には、点検を
終えて充電中であることを認識でき、それらオン，オンがオフ，オンに変化した場合には
、点検を終えて充電を完了し、制御装置１から点検命令を受け付けることができる状態に
なったことを認識できる。
【００４４】
（実施形態２）
図４は本発明による実施形態２の照明装置の動作フロー図である。
【００４５】
実施形態２の照明装置２は、実施形態１との相違点として、タイマ機能（図４では点検タ
イマ）および点灯回路部３の正常異常判定機能を通信部４に付加したことを特徴とする。
【００４６】
正常異常判定機能は、制御装置１から点検命令を受信すると、その点検命令を点検開始信
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号として点灯回路部３に送信し、点灯回路部３からの点検中の点検状態情報の送信有無に
より、それぞれ点灯回路部３が点検中の状態に変化したか否かを確認し、変化しなければ
点灯回路部３の異常を制御装置１に送信する処理を実行する。また、点検開始信号を点灯
回路部３に送信した時点から所定時間を経過しても、点灯回路部３から点検完了の点検状
態情報が点検結果の情報とともに送信されてこなければ、点灯回路部３の異常を制御装置
１に送信する処理が実行される。上記所定時間は、例えば２次電池３２の点検処理に使用
する最長の規定時間以上に設定される。
【００４７】
次に、実施形態２の特徴となる通信部４の正常異常判定機能の動作について説明する。制
御装置１から点検命令を受信すると（図４のＳ４０）、点検開始信号を点灯回路部３に送
信し（Ｓ４１）、ステップＳ４２で点灯回路部３が点検中の状態に変化したかどうかを確
認する処理が実行される。
【００４８】
点検中の状態に変化しなければ（Ｓ４２でＮ）、ステップＳ４７で点灯回路部３の異常を
制御装置１に送信する処理が実行される。これにより、制御装置１側の点検者は、制御装
置１からその旨の報知を受けるなどして、その照明装置２に異常が発生したことを認識す
ることができる。
【００４９】
点検中の状態に変化すれば（Ｓ４２でＹ）、点検タイマで計時を開始し（Ｓ４３）、ステ
ップＳ４４で、点灯回路部３から、点検完了および充電中の点検状態情報が送信されてき
たかどうかを確認する処理が実行される。
【００５０】
送信されてくれば（Ｓ４４でＹ）、ステップＳ４８で、（復帰）充電中のモードに移行し
、充電中のため点検命令を出さないように促す情報を制御装置１に送信する処理が実行さ
れる。
【００５１】
送信されてこなければ（Ｓ４４でＮ）、ステップＳ４６で、計時を開始した時点からの経
過時間が上記所定時間を超えて点検タイマアップになったかどうかを確認する処理が実行
される。点検タイマアップにならなければ（Ｓ４６でＮ）、ステップＳ４４に戻る一方、
点検タイマアップになれば（Ｓ４６でＹ）、ステップＳ５０で点灯回路部３の異常を制御
装置１に送信する処理が実行される。これにより、制御装置１側の点検者は、その照明装
置２に異常が発生したことを認識することができる。
【００５２】
実施形態２では、通信部４が点灯回路部３の正常異常判定を行うので、点灯回路部３の異
常をも制御装置１で一括して監視することが可能となる。
【００５３】
（実施形態３）
図５は本発明による実施形態３の照明装置の動作フロー図である。
【００５４】
実施形態３の照明装置２は、通信部４の正常異常判定機能の一部処理内容が実施形態２の
それと相違する。すなわち、実施形態３の正常異常判定機能は、点灯回路部３から、例え
ば、点検中の点検状態情報を受信した後、点検完了および充電中の点検状態情報を受信す
るべきところ、受信するべき情報とは異なる予定外の点検完了のみの点検状態情報を受信
した場合などで、点灯回路部３の異常を制御装置１に送信する処理を実行する。
【００５５】
次に、実施形態３の特徴となる通信部４の正常異常判定機能の動作について説明する。実
施形態３では、図５に示すステップＳ４５，Ｓ４９が実施形態２と相違しているので、同
様のステップについては説明を省略する。
【００５６】
点灯回路部３から、点検完了および充電中の点検状態情報が送信されてこなければ（Ｓ４
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４でＮ）、ステップＳ４５で、点検完了のみの点検状態情報が送信されてきたかどうかを
確認する処理が実行される。
【００５７】
点検完了のみの点検状態情報が送信されてこなければ、つまり点検可能でなければ（Ｓ４
５でＮ）、ステップＳ４６に進む一方、点検完了のみの点検状態情報が送信されてくれば
、つまり充電中に移行せずにいきなり点検可能であれば（Ｓ４５でＹ）、ステップＳ４９
で点灯回路部３の異常を制御装置１に送信する処理が実行される。これにより、制御装置
１側の点検者は、その照明装置２に異常が発生したことを認識することができる。
【００５８】
実施形態３では、通信部４により点灯回路部３の異常をより広い観点から監視するので、
点灯回路部３の異常をより好適に検出することができる。例えば、照明装置２の部品だけ
でなく、点灯回路部３の回路異常をも検出可能となる。
【００５９】
（実施形態４）
図６は本発明による実施形態４の照明装置の動作フロー図である。
【００６０】
実施形態４の照明装置２は、実施形態３とほぼ同様であり、点検時間が互いに異なる複数
の点検モード別に、図６に示すように、図５と（ほぼ）同様の処理を実行することを特徴
とする。
【００６１】
実施形態４の複数の点検モードには、消防庁や建築基準法の規定により例えば３ヶ月毎に
１回実行する必要のある定期点検用のモードと、これとは別に比較的短い周期で（例えば
１週間毎に１回）実行する日常点検用のモードとが用意されている。定期点検用のモード
では、２次電池３２を少なくとも規定時間放電するのに対し、日常点検用のモードでは、
それよりも短い時間（例えば１分程度）、２次電池３２を放電する。
【００６２】
ところで、照明装置２には色々な機種があり、規定時間などの点検時間を管理するための
タイマを機種毎に変更する必要があるほか、機種毎に異なる２次電池の容量、ランプ数お
よびランプ出力などに合わせて点灯回路部３を設計する必要がある。このため、実施形態
４では、各機種間で通信部４の共通化を図るべく、２次電池の容量等によって点検時間の
異なる定期点検用のタイマは点灯回路部３に設け、日常点検用のタイマは通信部に設ける
構成にする。
【００６３】
次に、実施形態４の特徴となる通信部４の正常異常判定機能の動作について説明する。制
御装置１から点検命令を受信すると（図６のＳ４０）、点検開始信号を点灯回路部３に送
信し（Ｓ４１）、ステップＳ４２で点灯回路部３が点検中の状態に変化したかどうかを確
認する処理が実行される。
【００６４】
点検中の状態に変化しなければ（Ｓ４２でＮ）、ステップＳ４７で点灯回路部３の異常を
制御装置１に送信する処理が実行される。これにより、制御装置１側の点検者は、その照
明装置２に異常が発生したことを認識することができる。
【００６５】
点検中の状態に変化すれば（Ｓ４２でＹ）、ステップＳ５１で点検種別を判定する処理が
実行される。例えば、制御装置１から、点検命令とともに、その点検種別を判定するため
の情報が送信されてくる構成にすれば、その情報により、点検種別が定期点検用のモード
であるのか、日常点検用のモードであるのかを判定することができる。
【００６６】
判定された点検種別が定期点検用のモードであれば、ステップＳ５２で、定期点検用のタ
イマをセット（定期点検の時間の最大値を設定）し、実施形態３と同様の処理が実行され
る。Ｓ１４３～Ｓ１４６，Ｓ１４８～Ｓ１５０は、それぞれ図５のＳ４３～Ｓ４６，Ｓ４
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【００６７】
判定された点検種別が日常点検用のモードであれば、日常点検用のタイマをセットし（Ｓ
５３）、図５のＳ４３～Ｓ４６，Ｓ４８～Ｓ５０とほぼ同様のステップＳ２４３～Ｓ２４
６，Ｓ２４８～Ｓ２５０に進む。相違点は、点灯回路部３が点検中で、日常点検用のタイ
マがタイムアップすると（Ｓ２４６でＹ）、ステップＳ２５０で、（復帰）充電中のモー
ドに移行し、充電中のため点検命令を出さないように促す情報を制御装置１に送信する処
理が実行される。
【００６８】
実施形態４では、各種点検により、照明装置２の異常を好適に発見することができるほか
、通信部４の共通化が可能となる。
【００６９】
【発明の効果】
本発明によれば、制御装置で一括して監視・制御を行う場合でも、２次電池による光源の
非常点灯時間を従来よりも長くすることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による実施形態１の照明装置ないし照明システムを示す構成図である。
【図２】同照明装置の動作フロー図である。
【図３】同照明装置の動作フロー図である。
【図４】本発明による実施形態２の照明装置の動作フロー図である。
【図５】本発明による実施形態３の照明装置の動作フロー図である。
【図６】本発明による実施形態４の照明装置の動作フロー図である。
【符号の説明】
１　制御装置
２　照明装置
３　点灯回路部
３０　制御部
３００　主制御部
３０１　充電検出部
３０２　点灯検出部
３０３　電圧検出部
３０４　記憶部
３１　ランプ
３２　２次電池
３３　充電回路部
３４　常用駆動回路部
３５　駆動回路部
３６　スイッチ
３７　切替部
３８　電源回路部
４　通信部
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